
平成27年度 高知市研究協力校研究発表会 平成28年２月17日（水）
「校内研修の在り方 『提案性のある授業を ～授業改善に向けて～』 」

高知市立一宮小学校

講演 「授業改善に向けて授業観察を生かした校内研修のあり方」
講師：教育実践『響の会』 角田 明 会長

１ ≪授業を≫『改善する』必要性を，授業者はどんなときに感じるか
○ 改善するのは「自分自身」
・ 「今日の授業は失敗だった」… 失敗を認める気持ち ⇒ 授業改善へ

２ ≪授業を≫『観察する』ための条件を考える
○ 「あの子ならば，こう書くだろう」という反応の予想 ＝ 児童生徒理解
○ 児童生徒理解ができていないと，授業改善はできない
⇒ 授業観察を生かした校内研修 ＝ 指導者に見えていなかった児童の姿を見る

３ グループごとに授業観察，分析したことを
発表する。

４ 授業観察の発表をもとに，授業学年，グルー
プ間討議を行い，授業改善に向けての方向性を
明らかにする。
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１ ２グループ（Ａ評定児童観察者・Ｃ評定児童観察者）に分かれ，目標達成に向けての授業改善点に
ついて，観察記録をもとに分析する。

２ 付箋に，効果的だった手立てや改善案（助言，具体的な手立て等）を書き，観察児童の態度から見
える意欲の変動を曲線で記入する。

【視点】 ○ 児童の学習状況・態度（関心・意欲・態度の変動）
○ 指導者の提案内容及び言動（板書，発問，机間指導 等）

〔事後研究会〕

一宮小には継続した取組
を通して研究風土ができて
いる。そのため，若い先生
方も授業改善ができる。

〔提案授業〕 １年２組 教材名 「スイミー」 授業者 中村 早希 教諭
５年１組 教材名 「大造じいさんとがん」 授業者 長町 吉剛 教諭

提案授業子どもの姿からの検証 教師の指導内容，方法からの検証

・ 観察児童から何が見えてきたのか。
・ 学級全体の子どもたちの目の輝きはどう
であったか。

・ 全ての子どもたちに活動の場があったか。

・ 身に付けるべき力（内容）が明確であっ
たか。

・ 素材の特徴を生かした指導であったか。
・ 子どもと向き合う姿勢はどうであった。
（いかに一人ひとりを生かしていたか）

○ 研究の視点

研究主題 人とのつながりをめざす自己表現力の育成 ～国語科を通して，子ども同士をつなぐ～



研修【グループ協議】「一年間を振り返って（今年度のまとめ）」（研修の記録から一部抜粋）

学校事務職員の役割
学校経営に学校事務の専門職

（行政的視点）として参画し，豊
かな学びが成立できるように寄与
する

「学校経営に参画する」とは？
公教育としての学校経営が滞り

なく行えるよう，組織に事務職員
の立場から，経営に必要な情報の
提供，企画，実践，報告をしてい
くこと

学校経営参画の目的
子どもたちが健やかに社会に巣

立っていくことのできる環境をつ
くる
（学校教育目標に向かって他の教職員とベク
トルを同じくして学校経営に参画する）

平成27年度 新規採用・採用２年次事務職員研修の紹介

総括主任からのエール

「志は高く！実践は足元から！」

研修について，心に残った
こと，勉強になったこと

電話対応，来客マナー等
のビジネスマナーがとても
勉強になった。私たちの対
応が学校の顔・一番の窓口
になることを意識すること
ができた。
予算執行における課題を

学ぶことができた。私費と
公費を執行する際の原則を
もとに，最善の判断ができ
るようになりたい。
学籍事務においては，児

童生徒の心的ケアや保護者
への財政的支援（就学援
助）等，事務職員として相
手の立場を大事にしながら
保護者との信頼関係を構築
していくことが重要だと感
じた。
全ての子どもに教育を受

ける権利があること，家庭
の経済状況によって教育の
格差があってはならないこ
とを強く感じた。そのため
にも情報収集をして，教職
員に制度に対する理解を深
めてもらえるようさまざま
な提案をしていきたい。

・

・

・

・

自立に向けて（来年度への
抱負，取り組みたいこと）

コミュニケーションや情報
収集・環境整備等，理想と現
実のギャップがまだまだある
が，前をしっかり見据えて計
画的に取り組みたい。
学校経営に積極的に参画で

きるだけの知識も身に付けた
い。
失敗をしてもそれをチャン

スと思い，次に生かせる努力
を怠らないようにしたい。

・

・

・

目的 年間研修の概要（高知市単独開催のみ抜粋）

新規採用
事務職員

事務職員としての自覚を
もつとともに，基礎的知識
の習得と実践的態度を養う。

・ 高知市立学校職員として ・ 高知市の教育課題について
・ 教育公務員としての心構え ・ 事務職員の服務
・ 学籍，就学援助，学校予算についての概要
・ 服務，文書，財務について

採用２年次
事務職員

学校事務職員としての専
門知識と態度を養うととも
に，円滑に学校事務が遂行
できるようにする。

・ 高知市の教育課題 ・ 公文書の作成
・ 事務年間計画 ・ 講義，演習（予算，旅費，給与，諸手当，学籍，
就学援助，福利厚生，教科書等）

児童生徒の学びの場をより
よくしていくための職場環境
をつくることが事務の仕事だ
と思った。教職員とは違う目
線・立場で関わっていけたら
と思った。

授業を見学し，有効活用で
きる物品等について，事務職
員の視点で提案していきた
い。

学校事務職員として思うこ
できること，考えたこと

・

と，

子どもたちの学びを支援する学校事務をめざして

・

仕事をするうえで頑張った
こと，悩んだこと

教職員や児童生徒とコ
ミュニケーションを図ろう
と頑張った。
相手の立場にたって考え

ること，気持ちに寄り添う
ことは難しいが，些細な会
話からも児童生徒や家庭の
状況を汲み取ることができ
るので，保護者対応等に生
かせるのではないかと思う

・

・

。
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